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市 政 ル ポ 甲
か い

斐市

子
育
て
環
境
の
向
上
で
人
口
減
少
を
抑
制

目
標
は《
生
活
快
適
都
市
》の
構
築

初
め
て
迎
え
る
人
口
漸
減
時
代
へ
の
布
石

　

今
回
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
甲
斐
市
は
、
平
成

16
年
９
月
１
日
、
旧
中
巨
摩
郡
竜
王
町
、
同
敷
島
町
、

旧
北
巨
摩
郡
双
葉
町
の
３
町
の
合
併
に
よ
り
、
新
市

と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

県
都
・
甲
府
市
と
韮
崎
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
北

杜
市
、
昭
和
町
に
接
し
、
南
北
に
細
長
く
延
び
る
形

で
展
開
す
る
市
域（
約
72
㎢
）の
西
側
に
は
、
一
級
河

川
・
釜
無
川（
富
士
川
）が
あ
る
。
甲
斐
市
の
市
街
地

は
、
主
に
こ
の
釜
無
川
沿
い
の
平
野
部
に
広
が
っ
て

い
る
。
日
本
三
大
急
流
の
一
つ
と
も
さ
れ
る
釜
無
川

の
源
流
は
、
長
野
県
・
山
梨
県
の
県
境
を
成
す
南
ア

ル
プ
ス
・
鋸
岳
の
谷
合
い
か
ら
発
し
て
お
り
、
釜
無

川
は
そ
こ
か
ら
幾
つ
も
の
川
と
合
流
し
な
が
ら
南
下

し
、
途
中
、
笛
吹
川
と
合
流
す
る
地
点
（
山
梨
県
南

巨
摩
郡
富
士
川
町
付
近
）で
、
名
称
を「
富
士
川
」へ

と
変
え
る
。

　

釜
無
川
は
暴
れ
川
と
し
て
も
有
名
で
、
歴
史
上
幾

度
と
な
く
氾
濫
を
繰
り
返
し
、
甲
府
盆
地
全
体
に
洪

水
被
害
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
戦
国
最
強
の
武
将
と

さ
れ
る
武
田
信
玄
は
甲
府
盆
地
を
洪
水
か
ら
守
り
、

安
定
し
た
土
地
利
用
、
地
域
開
発
を
図
る
た
め
、
甲

斐
の
国
主
と
な
っ
て
す
ぐ
に
釜
無
川
の
治
水
に
着
手

し
、
20
年
近
く
も
の
歳
月
を
掛
け
て
、
斬
新
な
工
法

に
よ
る
一
大
事
業
を
完
成
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

釜
無
川
が
甲
斐
市
に
面
し
て
い
る
部
分
の
土
手

は
、「
信
玄
堤
」と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
。
武
田
信
玄

は
氾
濫
の
要
因
と
な
っ
て
い
た
御
勅
使
川（
甲
斐
市
・

竜
王
地
区
で
釜
無
川
と
合
流
）
の
流
れ
を
変
え
、
堤

防
を
何
重
に
も
張
り
巡
ら
し
た
。
さ
ら
に
流
れ
の
中

に
、
丸
太
で
三
角
錐す
い

を
組
み
、
そ
こ
に
石
を
詰
め
た

蛇じ
ゃ
か
ご籠
を
の
せ
た「
聖せ

い
ぎ
ゅ
う牛」を
設
置
し
て
、
水
の
勢
い
を

弱
め
る
工
夫
や
、
漂
流
物
の
拡
散
を
防
ぐ
方
策
を
施

し
た
。
ま
さ
に
釜
無
川
の
治
水
こ
そ
、
甲
斐
の
国
を

治
め
る
要
諦
だ
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
信
玄
堤
の
堅
牢
さ
は
、
堤
が
完
成
し
た

１
５
６
０
年
前
後
か
ら
１
８
９
６（
明
治
29
）年
ま
で

約
３
３
０
年
間
、
一
度
も
決
壊
し
な
か
っ
た
と
い
う

歴
史
的
事
実
が
如
実
に
物

語
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
富
士
川
水
運（
物
流
・
人
流
）

は
、
甲
州
（
山
梨
）
と
駿
州
（
静
岡
）
を
結
び
、
大
い

に
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

今
日
、
信
玄
堤
の
中
心
部
は
公
園
化
さ
れ
、
市
民

や
観
光
客
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
を

歩
く
だ
け
で
信
玄
堤
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
創
意

工
夫
の
積
み
重
ね
が
、
改
め
て
実
感
さ
れ
て
く
る
。

保
ほ さ か

坂　武
たけし

甲斐市長
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さ
て
前
述
の
よ
う
に
、
甲
斐
市
の
市
街
地
は
、
こ

の
信
玄
堤
の
周
辺
に
広
が
る
盆
地
（
甲
府
盆
地
）
特
有

の
平
坦
な
地
域
一
帯
に
展
開
し
て
い
る
。
だ
が
市
域
の

地
勢
的
様
相
は
多
様
だ
。
例
え
ば
北
部
に
は
昇
仙
峡

や
茅
ヶ
岳
に
至
る
山
岳
地
帯
が
あ
り
、
そ
の
す
そ
野

に
は
地
場
産
業
の
代
表
で
あ
る
ワ
イ
ン
を
産
す
る
ワ

イ
ナ
リ
ー
、
ブ
ド
ウ
や
桃
な
ど
各

種
の
特
産
品
を
栽
培
す
る
果
樹

園
、
米
作
を
中
心
と
す
る
田
園
地

帯
な
ど
の
里
山
風
景
が
見
ら
れ

る
。
そ
う
し
た
無む

く垢
の
自
然
と
人

の
手
の
入
っ
た
里
山
、
適
度
な
都

市
的
集
積
な
ど
が
共
生
す
る
環
境

に
、
県
都
・
甲
府
市
に
隣
接
す
る

至
便
な
地
理
的
条
件
が
加
わ
り
、

甲
斐
市
エ
リ
ア
は
特
に
平
成
以
降
、

人
口
を
順
調
に
伸

長
さ
せ
て
き
た
。

　

平
成
27
年
10
月

に
策
定
し
た
甲
斐

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

よ
る
と
、
合
併
後
の

平
成
22
年
国
勢
調

査
時
と
の
比
較
で
は

人
口
増
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
27
年
は

７
万
４
８
７
４
人

（
住
民
基
本
台
帳
）と

な
っ
た
。
将
来
的
に

は
漸
減
傾
向
と
推

計
し
て
い
る
が
、
現

在
も
お
お
む
ね
横

ば
い
で
微
増
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
山
梨
県
内
全
市
町
村（
13
市
８
町
５
村
）

の
う
ち
、
平
成
22
年
度
か
ら
27
年
度
の
国
勢
調
査
の

間
に
人
口
が
増
加
し
て
い
る
自
治
体
は
、
市
で
は
甲

斐
市
の
み
だ（
ほ
か
１
町
１
村
）。

　

甲
斐
市
に
お
け
る
位
置
的
環
境
や
住
環
境
、
さ
ら

に
人
口
の
推
移
の
過
程
な
ど
多
彩
な
要
素
を
総
合
し

て
み
る
と
、
甲
斐
市
は
人
口
動
向
に
関
し
て
、
山
梨

県
内
で
は
一
種
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
と
も
い

え
そ
う
だ
。

　
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
平
成
37
（
２
０
２
５
）
年
度

ぐ
ら
い
ま
で
、
甲
斐
市
の
人
口
は
７
万
４
０
０
０
人
台

を
維
持
す
る
と
見
て
い
ま
す
。
さ
す
が
に
そ
こ
か
ら

は
緩
や
か
な
減
少
が
進
捗
し
て
い
く
で
し
ょ
う
が
、

日
本
全
体
の
人
口
が
約
３
割
減
に
な
る
と
推
計
さ
れ

釜無川の水防祈願として9世紀に始まった神事が起源といわれる「おみゆきさん」

信玄堤からみる釜無川の流れ

急流に対抗するべく信玄時代に考案された「聖牛」

甲斐市には3つのワイナリーが立地（写真はシャトレーゼ ベルフォーレ ワイナリー）
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て
い
る
平
成
72（
２
０
６
０
）年
度
に
お
い
て
も
、
現
在

の
85
％
程
度
に
当
た
る
、
約
６
万
４
０
０
０
人
程
度

は
維
持
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
計
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
保
坂
武
・
甲
斐
市
長
は
、
課
題
と
し
て
、

「
①
産
業
振
興
と
雇
用
環
境
の
改
善
／
②
若
年
層
の

転
出
者
の
引
き
留
め
策
と
回
帰
／
③
子
育
て
環
境
の

充
実
／
④
甲
斐
市
の
住
み
や
す
さ
に
つ
い
て
の
ア

ピ
ー
ル
」
を
挙
げ
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
注
目
さ

れ
る
の
は
、
こ
の
②
〜
④
に
幅
広
く
か
か
わ
っ
て
い

る「
甲
斐
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
推
進
事
業
」だ
。

甲
斐
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
推
進
事
業
の
特
色

　

い
わ
ゆ
る
「
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
」
は
現
在
、
全
国

１
５
０
以
上
の
自
治
体
が
何
ら
か
の
形
で
推
進
し
て

い
る
と
さ
れ
る
。
ネ
ウ
ボ
ラ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

で
、「
相
談
の
場
」を
意
味
す
る
。
妊
娠
前
か
ら
出
産

を
経
て
子
育
て
期
の
子
ど
も
を
持
つ
家
族
を
対
象
に

し
た
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を
行
う
と
い
う
福

祉
思
想
で
、
そ
の
根
幹
は
徹
底
し
た「
相
談
活
動
」に

置
か
れ
て
い
る
。

　
『
ネ
ウ
ボ
ラ　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
出
産
・
子
育
て

支
援
』（
髙
橋
睦
子
著
・
か
も
が
わ
出
版
）に
よ
れ
ば
、

妊
娠
期
が
対
象
の「
出
産
ネ
ウ
ボ
ラ
」と
就
学
ま
で
が

対
象
の「
子
ど
も
ネ
ウ
ボ
ラ
」が
あ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
は
妊
婦
の
98
％
以
上
、
未
就
学
児
の
99
％
以
上

が
、
同
制
度
を
活
用
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
甲
斐
市
で
は
こ
の
取
組
み
を
、《
人
口
減
対
策
》

の
最
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
27
年
度
か

ら
始
め
ま
し
た
。
保
健
師
が
中
心
に
な
っ
て
い
る

『
甲
斐
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』（
子
育

て
健
康
部
・
健
康
増
進
課
）
を
拠
点
に
、
市
内
の
医

療
機
関
、
保
健
所
、
児
童
相
談
所
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
や
フ
ァ
ミ
サ
ポ
、
保
育
園
・
幼
稚
園
、
小
中

学
校
、
各
種
の
住
民
組
織
な
ど
を
横
断
的
に
結
ん
だ

環
境
の
中
で
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
期
の
子
ど

も
と
そ
の
ご
家
族
を
、
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、
甲
斐
市
に
お
け
る
出
産
・
子
育
て
環
境
を
、

包
括
的
に
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
し
て
い
こ
う
と
す
る
取
組

み
で
す
。

　

と
り
わ
け
甲
斐
市
の
特
徴
的
な
取
組
み
で
は
な
い

か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
の
は
、
甲
斐
市
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
山
梨
大
学（
国
立
大
学
法
人
）

の
ご
協
力
の
も
と
に
、
産
婦
人
科
の
女
医
さ
ん
を
誘

ネウボラ推進事業「にこにこママルーム」

安藤忠雄設計のJR竜王駅 南北駅前広場を彩るイルミネーション
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致
し
、
新
た
に
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
立
ち
上
げ

た
こ
と
で
す
」（
保
坂
市
長
）

　

甲
斐
市
は
も
と
も
と
、
市
内
に
各
種
の
専
門
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
60
以
上
も
揃
っ
て
い
る
ほ
か
、
山
梨
県
立

中
央
病
院（
三
次
救
急
指
定
・
甲
府
市
）や
山
梨
大
学

医
学
部
附
属
病
院（
二
次
救
急
指
定
・
中
央
市
）な
ど
、

先
端
医
療
を
提
供
す
る
総
合
病
院
へ
の
交
通
ア
ク
セ

ス
も
非
常
に
便
利
な
場
所
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
ま
さ
に
県
内
医
療
圏
の
中
心
的
な

エ
リ
ア
で
あ
り
な
が
ら
、
気
が
か
り
で
あ
っ
た
の

が
、
妊
産
婦
が
気
軽
に
診
療
を
受
け
ら
れ
る
産
婦
人

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
少
な
さ
だ
っ
た
。

　
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
名
称
は
《
こ
の
は
な
産
婦
人
科
》

と
い
い
ま
す
。
市
内
・
西
八
幡
地
区
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
集
積
し
た
『
メ
デ
ィ
カ

ル
タ
ウ
ン
』
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
角
に
相
談
事
業

な
ど
に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

誘
致
し
、
山
梨
大
学
大
学
院
産
婦
人
科
教
室
の
助
教

を
務
め
て
お
ら
れ
た
女
医
さ
ん
が
開
業
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
先
生
は
も
と
も
と
、
県
内
で
開
業
す
る
意

志
を
お
持
ち
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
な
ら
ぜ
ひ

甲
斐
市
に
と（
笑
）、
お
願
い
し
た
わ
け
で
す
」（
保
坂

市
長
）

　
《
こ
の
は
な
産
婦
人
科
》ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
診
療

ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
に
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
の
目
玉
で
も
あ

る「
産
後
ケ
ア
室
」が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

保
健
師
や
助
産
師
が
産
後
う
つ
な
ど
の
不
安
に
悩

む
母
親
か
ら
の
相
談
に
乗
っ
た
り
す
る
な
ど
、「
各

種
の
産
後
ケ
ア
」
が
受
け
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
生

後
１
か
月
半
の
親
子
を
対
象
と
す
る
「
に
こ
に
こ
マ

マ
ル
ー
ム
」、
生
後
６
か
月
ま
で
の
親
子
が
対
象
の

「
子
育
て
相
談
室
」な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
甲
斐
市
健
康
増
進
課
で
は
「
授
乳
や
発
育
に

関
す
る
悩
み
相
談
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
が
、
特
に
今
は
悩
み
の
な
い
お
母
さ
ん
で
も
赤

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
こ
こ
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
相
談
で
き
る
場
所
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
ま

た
、
同
じ
年
代
の
子
ど
も
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
た

ち
に
、
交
流
等
の
場
所
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
」
と
の
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
る
。
さ
ら

に
健
康
増
進
課
内
に
設
置
さ
れ
た
「
甲
斐
市
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
保
健
師
が
母
子

保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
す
る
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
窓

口
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

　
「
出
産
に
つ
い
て
は
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

で
行
い
、《
こ
の
は
な
産
婦
人
科
》ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

出
産
前
と
出
産
後
の
ケ
ア
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
こ
の
連
携
を
中
心
に
市
民
協
働
に
よ

る
、
ま
ち
を
挙
げ
て
の
包
括
支
援
、
考
え
得
る
限
り

の
サ
ポ
ー
ト
を
、
子
育
て
中
の
親
子
に
提
供
し
て
い

く
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
甲
斐
市
版
ネ
ウ
ボ

ラ
推
進
事
業
の
骨
格
と
い
え
ま
す
」（
保
坂
市
長
）

学
校
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、 

地
域
と
も
連
携
す
る
創
甲
斐
教
育

　
「
甲
斐
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
推
進
事
業
」が
、
数
あ
る
ネ

ウ
ボ
ラ
事
業
・
実
施
自
治
体
の
中
で
も
マ
ス
コ
ミ
な

ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
例
が
多
い
こ
と
の
背
景
に

創甲斐教育の一環として開催されている「甲斐市小中学校音楽祭」

甲斐市のマスコットキャラクター「やはたいぬ」
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は
、
女
性
が
住
み
や
す
く
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
の
整
備
を
、
単
な
る
子
育
て
支
援
と
と
ら

え
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
か
ら
一
歩
も
二
歩
も
踏
み
込
ん
で
、
甲
斐
市
で

は「
ネ
ウ
ボ
ラ
推
進
事
業
」を
、
全
国
自
治
体
の
最
大

に
し
て
共
通
の
地
域
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
化
抑
制

に
向
け
た
施
策
の
、
最
重
要
基
盤
と
位
置
付
け
て
い

る
。
そ
の
本
気
度
が
一
つ
一
つ
の
事
業
に
お
の
ず
と
、

に
じ
み
出
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
精
神
は
、
母
子
へ
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
旨

と
す
る「
ネ
ウ
ボ
ラ
推
進
事
業
」か
ら
、
今
後
の
甲
斐

市
の
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
指
針
と
な
る

「
創
甲
斐
教
育
推
進
事
業
」に
も
、
一
貫
し
て
引
き
継

が
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「『
創
甲
斐
教
育
』
は
教
育
基
本
法
に
基
づ
く
教
育

振
興
基
本
計
画
と
し
て
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
、

平
成
26
年
度
に
見
直
し
を
行
っ
た
「
創
甲
斐
教
育
推

進
大
綱
」（
〜
平
成
31
年
度
）
を
基
盤
に
し
た
、
教
育

全
般
に
関
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
と
い
え
ま
す
。『
甲
斐
市

で
育
ち
、
甲
斐
市
を
育
て
る
人
づ
く
り
』
を
基
本
理

念
に
、『
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り　

生
涯
に
わ
た

る
学
び
の
ま
ち
』
を
旨
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
」（
保
坂
市
長
）

　

創
甲
斐
教
育
の
目
標
は
「
学
校
教
育
の
充
実
」「
家

庭
・
地
域
・
学
校
の
連
携
強
化
」「
生
涯
学
習
・
文
化

活
動
の
推
進
」「
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」「
図
書
館
活
動
の

推
進
」
に
大
別
で
き
る
が
、
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の

は「
生
涯
学
習
子
ど
も
対
象
講
座
」の
多
彩
さ
だ
。

　

市
内
各
地
区
に
立
地
す
る
４
公
民
館（
竜
王
北
部
・

竜
王
南
部
・
敷
島
・
双
葉
）
を
舞
台
に
、「
Ｊ
─Ｐ
Ｏ

Ｐ
で
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
／
親
子
お
さ
か
な
学
校
／
親
子

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
教
室
／
は
じ
め
て
の
キ
ャ
ラ
弁
づ

く
り
／
子
ど
も
マ
ナ
ー
／
理
科
あ
そ
び
／
親
子
で
ほ

う
と
う
づ
く
り
／
子
ど
も
囲
碁
教
室
／
こ
ど
も
落
語

／
親
子
で
た
た
こ
う
！
信
玄
太
鼓
」
な
ど
な
ど
、
多

様
性
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
だ
け
で
参
加
す
る
講
座
、
親
子
で
参
加
で

き
る
講
座
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
設
定
さ
れ
て
い
る
の
も

特
徴
の
一
つ
だ
が
、
市
内
の
小
中
学
生
が
大
勢
参
加

す
る
文
化
活
動
が
充
実
し
て
い
る
の
も
、
地
域
全
体

で《
子
育
て
》に
関
与
し
よ
う
と
す
る
甲
斐
市
の
教
育

環
境
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
年
齢
別
や
季
節
に
応
じ
た
「
お
は

な
し
会
」（
延
べ
７
０
０
０
人
の
親
子
が
参
加
）、「
甲

斐
市
小
中
学
校
音
楽
祭
」（
市
内
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
が
、
学
級
・
学
年
単
位
、
ク
ラ
ブ
活
動
・
部
活

動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
成
果
を
発
表
）、「
子
ど

も
書
道
講
座『
し
ゅ
う
じ
』っ
て
お
も
し
ろ
い
」（
市
内

の
小
学
１
年
〜
３
年
生
対
象
）
な
ど
の
教
育
イ
ベ
ン

ト
の
数
々
だ
。

子
育
て
は「
人
づ
く
り
」に
し
て 

「
ま
ち
づ
く
り
」

　
「
山
県
大
弐
は
郷
土
が
生
ん
だ
江
戸
期
の
学
者
で
、

そ
の
著
書『
柳
子
新
論
』に
お
い
て
、
政
治
・
経
済
・

身
分
平
等
な
ど
13
項
目
に
及
ぶ
学
識
の
成
果
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
書
道
の
お
手
本
に
な
る

書
物
も
著
し
て
お
り
、
甲
斐
市
で
は
そ
の
遺
徳
を
し

の
ぶ
と
と
も
に
顕
彰
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
創
甲
斐
教
育
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
『
山
県

大
弐
書
道
展
』を
実
施
し
て
い
ま
す
」（
保
坂
市
長
）

　

平
成
20
年
に
供
用
開
始
さ
れ
た
、
斬
新
な
デ
ザ
イ 竜王駅前（南口）の山県大弐像

山縣神社で開催される大弐学問祭
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ン
と
構
造
の
Ｊ
Ｒ
中

央
線
竜
王
駅（
設
計
・

安
藤
忠
雄
）
の
駅
南

口
に
は
山
県
大
弐
の

銅
像
が
あ
り
、
市
内

に
は
山
縣
神
社
（
大

正
10
年
創
建
）
も
あ

る
。
初
詣
の
折
り
に

は
大
弐
の
遺
徳
に
あ

や
か
ろ
う
と
、
受
験

生
な
ど
が
大
挙
し
て

訪
れ
る
と
い
う
。
ま

た
昨
年
に
は
、
甲
斐

市
農
業
活
性
化
協
議

会
が
遊
休
農
地
で
作
っ
た
黄
金
千
貫
を
原
料
と
す
る

本
格
芋
焼
酎
「
大
弐
」
が
「
２
０
１
６
春
季
全
国
酒
類

コ
ン
ク
ー
ル
本
格
焼
酎
・
芋
焼
酎
部
門
」で
第
１
位
に

輝
い
た
。
そ
し
て
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
甲
斐
市

在
住
の
世
界
的
ダ
ン
サ
ー
、
田
中
泯
さ
ん
出
演
の
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
も
放
映
さ
れ
る
な
ど
、
山
県
大
弐
と
そ
の

生
誕
地
・
甲
斐
市
が
大
い
に
発
信
さ
れ
た
。

　
「
ワ
イ
ン
の
名
産
地
・
甲
斐
市
生
ま
れ
の
芋
焼
酎

と
い
う
の
も
、
な
か
な
か
い
い
で
し
ょ
う（
笑
）。
こ

れ
も
地
域
の
人
々
の
創
意
工
夫
の
お
か
げ
だ
し
、
こ

う
し
た
活
動
も
す
べ
て
、
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
て

き
た
生
涯
学
習
の
一
環
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
生
涯
学
習
と
い
え
ば
、
か
つ
て
は
高
齢
者

向
け
が
主
流
で
し
た
が
、
小
学
生
か
ら
生
涯
学
習
を

始
め
る
創
甲
斐
教
育
の
成
果
が
将
来
、
ど
の
よ
う
な

形
で
結
実
し
て
い
く
か
。
私
も
そ
れ
を
今
か
ら
楽
し

み
に
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
」（
保
坂
市
長
）

　

新
市
発
足
か
ら
足
か
け
13
年
目
を
迎
え
た
甲
斐
市

で
は
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
人
口
減
少
化
抑
制

に
関
す
る
施
策
だ
け
で
な
く
、
市
民
が
よ
り
暮
ら
し

や
す
く
な
る
よ
う
な
、
ま
た
暮
ら
し
を
よ
り
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
活

性
化
の
芽
が
多
彩
な
形
で
萌
え
始
め
て
い
る
。

　
「
や
は
た
い
も
」「
甲
州
ワ
イ
ン
ビ
ー
フ
」「
桑
の
実

ジ
ャ
ム
」「
甲
斐
の
本
格
芋
焼
酎
大
弐
」
な
ど
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
創
出
。
地
域
活
性
化
を
目
的
に
、

竜
王
駅
魅
力
発
信
協
議
会
の「
甲
斐
て
き
市
場
」と
地

元
街
お
こ
し
推
進
委
員
会
主
催
の「
朝
市
」を
合
体
さ

せ
た「
竜
王
駅
前
甲
斐
て
き
朝
市
」の
開
催
。
市
内
に

立
地
す
る
３
つ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
中
心
に
巡
る
観
光

巡
回
バ
ス
の
運
行
。
観
光
ツ
ア
ー
ル
ー
ト
と
し
て
好

評
な「
甲
斐
市
小
さ
な
旅
」を
実
施
す
る
な
ど
、
数
多

く
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
梨
県
内
で

初
の
指
定
を
受
け
た「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
」の
構

築
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

一
つ
一
つ
挙
げ
て
い
け
ば
キ
リ
も
な
い
。
だ
が
出

産
前
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
子
ど
も
と
親
を
支
援
す

る
甲
斐
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
推
進
事
業
や
、
子
ど
も
の
可

能
性
を
広
げ
る
こ
と
を
旨
と
す
る
創
甲
斐
教
育
推
進

事
業
に
お
け
る
「
甲
斐
市
で
育
ち
、
甲
斐
市
を
育
て

る
人
づ
く
り
」
を
基
盤
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
根
底

に
は
、
ど
こ
か
あ
の
信
玄
堤
の
た
た
ず
ま
い
を
髣ほ
う
ふ
つ髴

と
さ
せ
る「
何
か
」が
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
信
玄

の
国
造
り
の
基
本
理
念
と
し
て
伝
わ
る「
人
は
石
垣
、

人
は
城
」と
い
う
、
あ
の
名
言
の
響
き
と
と
も
に
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

平
成
29
年
８
月
18
日
）

御領の“棚田”と“棚田ろうそく祭り”

地域活性化を目的に市民協働で開催する「竜王駅前甲斐てき朝市」
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